
　写真の中新田縄文太鼓は舞台総合芸術とし
て1993年にバッハホールで初演し、以後その
芸術性が評価され、日本各地で演奏されてき
たその躍動の一場面の再現であります。また
ユネスコ登録を目指した大崎地域俳句大会も
新企画ながら高野ムツオ氏を選者として開催
され、中新田文化協会から第一席が生まれま
した。「チャグチャグ馬っこ金（くがね）の糞
（まり）の落としもの」という作者の目の繊
細な観察を通した詩情の作品で誰にもある経
験を文学として選者を評価せしめたものです。

　また、美里町を会場として開催されたみや
ぎ県民文化祭には、書作、写真、絵画、俳句、
釜神、舞台３演技が披露され、加美町の多彩
な活動が展示披露されました。私達は日常生
活の中で常に喜怒哀楽を味わいながら様々な
ものに共鳴し文化の息吹を感じ人生を豊かな
ものにしています。この太鼓の重厚な響きと
共に文化団体の多彩な活躍が加美町の文化を
さらに発展させていくことを願ってやみませ
ん。　　　　　　　　　　　（鈴木ヨシ子）
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会

長

挨

拶

加
美
町
文
化
協
会
　
会
長
　
畠
　
山
　
こ
ず
ゑ

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
は
よ
き
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
も
コ
ロ
ナ
に
め
げ
ず
、
各
地
区
町
民
文
化
祭

（
小
野
田
、
宮
崎
、
中
新
田
）、
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大
会
、
大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の

み
や
ぎ
県
民
文
化
祭
等
が
予
定
通
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
な
中
で
お
互
い
協
力

し
、
人
と
人
と
の
出
会
い
、
芸
術
を
通
し
て
友
情
と
和
が
深
ま
り
学
ぶ
事
が
多
か
り

し
日
々
で
し
た
。
ま
た
、
芸
に
向
上
心
を
高
め
る
事
は
人
間
性
も
高
ま
る
と
学
ば
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
作
品
に
も
表
現
力
、
創
造
力
、
感
性
、
生
き
る
喜
び
、
苦
し
み
を

乗
り
越
え
た
展
示
、
舞
台
に
表
現
さ
れ
た
お
姿
が
感
じ
ら
れ
、
人
間
の
す
ば
ら
し
さ

を
改
め
て
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
こ
で
、
少
し
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
よ
く

ご
存
じ
の
天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
お
隠
れ
に
な
っ
て
世
の
中
が
真
っ
暗
に
な
り
ま

し
た
が
、
笛
や
太
鼓
で
楽
し
く
歌
っ
て
踊
る
様
子
に
天
照
大
神
が
岩
戸
か
ら
顔
を
お

出
し
に
な
り
、
世
の
中
明
る
く
照
ら
し
た
と
い
う
お
話
は
古
代
か
ら
現
代
に
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
芸
の
原
点
は
日
本
の
原
点
と
と
も
に
ギ
リ

シ
ア
文
明
や
マ
ヤ
民
族
に
も
感
動
し
て
い
る
私
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
世
界
各
国
の
情
勢
は
深
刻
化
し
、
地
球
温
暖
化
、
自
然

災
害
、
戦
争
等
目
を
見
張
る
ば
か
り
の
変
動
の
中
で
私
た
ち
は
生
き
て
お
り
ま
す
。

世
界
平
和
を
望
む
ば
か
り
で
す
。
で
も
私
た
ち
の
こ
の
加
美
町
は
自
然
の
美
し
さ
の

中
で
、
芸
術
文
化
も
歴
史
と
と
も
に
先
人
、
先
輩
の
ご
指
導
の
お
陰
で
い
つ
く
し

む
、
思
い
や
り
の
魂
が
育
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
方
々
、
各
団
体
の
役
員
、
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
町
当
局
関
係
の
方
々
に

い
ろ
い
ろ
ご
指
導
・
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
加
美
町
文
化
協
会
の
事
業
が
推
進
さ

れ
て
い
る
事
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
文
化
協
会
を
通
し
て
輪
を
大
切
に
、

明
る
く
、
元
気
で
楽
し
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
芸
術
文
化
は
無
限
な
り
」

役
　
員
　
研
　
修
　
会

　

一
月
二
十
日
、
早
文
会
館
で
加
美
町
文
化

協
会
の
役
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
加
美
町
陶
芸
館
学
芸
員
で
あ
る
畠

山
静
子
氏
で
、「
ふ
る
さ
と
の
や
き
も
の
切

込
焼
～
そ
の
軌
跡
と
奇
跡
～
」
と
題
し
て
の

ご
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

　

切
込
焼
の
起
源
に
は
諸
説
あ
り
未
解
明
の

部
分
が
多
く
「
幻
の
磁
器
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

「
切
込
焼
の
美
し
さ
、
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
」「
魅
力
と
感
動
を
も
っ
と

伝
え
た
い
」
と
す
る
講
師
の
熱
意
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

「
知
識
よ
り
も

『
作
品
と
対
話
』

を
す
る
こ
と
」
で

あ
り
、
ま
た
「
自

分
自
身
の
『
美
意

識
を
発
見
』
す
る

こ
と
」
が
、
切
込

焼
を
鑑
賞
し
て
い

く
上
で
、
ま
た
や

き
も
の
を
理
解
す

る
過
程
で
最
も
大

切
な
事
で
あ
る
と

を
学
ば
さ
れ
ま
し

た
。

�

（
渡
邊　

哲
）

就
任
に
あ
た
っ
て

宮
崎
地
区
文
化
協
会

�

会
長
　
渡
　
邊
　
　
　
哲

　

第
六
代
会
長
と
し

て
、
令
和
五
年
度
総

会
に
お
い
て
選
出
を

さ
れ
、
今
野　

茂
氏

前
会
長
の
退
任
に
よ

る
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
文
化
協
会
の
重
責

を
不
肖
浅
学
菲
才
な
私
が
引
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。��

　

三
年
間
は
、
新
型
感
染
症
対
策
に
よ
っ
て

の
活
動
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月
四
日

の
「
宮
崎
地
区
さ
な
ぶ
り
大
会
」
を
先
駆
け

に
、
舞
台
で
の
発
表
披
露
や
展
示
を
再
開
さ

せ
、
九
月
九
日
に
は
、
山
形
金
山
町
・
尾
花

沢
市
方
面
へ
の
移
動
研
修
会
、
十
月
二
十
九

日
に
「
加
美
町
秋
祭
り
」
で
の
盆
栽
や
婦
人

会
の
作
品
展
示
等
を
行
い
、
こ
の
一
年
で
文

化
芸
術
の
芽
が
大
き
く
花
開
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
文
化
芸
術
と
い
う
大
き
な
花

は
、
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
心
に
ゆ
と
り
と
潤

い
を
も
た
ら
し
、
人
生
に
彩
り
を
与
え
て
く

れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
十
一
月
二
十
六
日
に
、
初
め
て

開
催
し
た
「
老
人
ホ
ー
ム
」
の
慰
問
活
動
が

あ
り
ま
す
。

　

民
謡
の
「
さ
ん
さ
時
雨
」
か
ら
始
ま
り

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
舞
踊
」
か
ら
「
詩
吟
」
や

「
郷
土
芸
能
」
等
、
多
彩
な
演
目
で
、
入
居

者
の
心
を
和
ま
せ
、
名
曲
「
高
校
三
年
生
」

や
「
北
国
の
春
」
を
、
施
設
入
居
者
の
方
々

と
大
合
唱
し
慰
問
に
よ
る
交
流
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
方
々
が
活
動
の
主
体
で
す
が
、

「
光
輝
く
光
齢
者
」
に
あ
っ
て
、
日
頃
の

文
化
芸
術
活
動
は
、「
地
域
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

の
再
生
に
寄
与
す
る
」
等
、「
豊
か
な
暮
ら

し
」
や
「
地
域
活
性
化
を
進
め
る
」
上
で
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
若
い
世
代
の
方
々
が
、
文
化
芸

術
活
動
に
参
加
・
協
力
で
き
る
持
続
可
能
な

体
制
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町

長

挨

拶
加
美
町
長
　
石
　
山
　
敬
　
貴

　

加
美
町
文
化
協
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
文

化
の
振
興
と
発
展
に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

皆
様
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
活
動
は
、
地
域
に
お
け
る
文
化
の
振
興
を
促
す

だ
け
で
な
く
、
生
活
の
質
を
高
め
、
人
と
人
と
の
交
流
を
生
み
、
ひ
と
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

加
美
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
特
色
あ
る
歴
史
や
伝
統
文

化
、
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
音
楽
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
息
づ
い

て
い
ま
す
。
皆
様
の
活
動
を
通
じ
、
加
美
町
全
体
が
繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
一

層
地
域
の
文
化
が
磨
か
れ
、
地
域
文
化
の
さ
ら
な
る
創
造
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
加
美
町
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
皆
様
が
育
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
芸
術
文
化
活
動
や
、
伝
統
文
化
の
保
護
継
承
活
動
を
推
進
し
、
だ
れ
も

が
学
ぶ
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町

民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
気
概
と
誇
り
を
持
っ
て
様
々

な
課
題
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
誌
発
刊
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
編
集
委
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
、

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
町
の
文
化
振
興
に
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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加
美
町
文
化
協
会
主
催
の
「
第

十
六
回
さ
な
ぶ
り
大
会
」
は
令
和

五
年
七
月
八
日
、
九
日
に
中
新
田

バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
展
示
の
部
は
写
真
、

絵
画
、
俳
句
、
短
歌
、
盆
栽
な
ど

多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
は
、
九
日
に

中
新
田
、
小
野
田
、
宮
崎
の
三
地

区
十
九
団
体
の
出
演
で
、
神
楽
、

舞
踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
民
謡
、
詩

吟
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
、
尺

八
、
太
極
拳
、
甚
句
、
等
々
で
し

た
。
出
演
者
一
体
と
な
っ
た
盛
り

上
が
り
は
年
々
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
芸
術
活
動
の
多
様
さ
を
発

表
、
鑑
賞
で
き
る
会
場
に
恵
ま
れ

た
地
域
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
感
じ

ま
し
た
。
私
達
は
さ
ら
に
そ
の
地

域
地
域
の
生
活
に
培
わ
れ
た
魅
力

あ
る
文
化
の
地
域
づ
く
り
を
担
っ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
鑑
賞

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区

交
流
が
年
々
深
ま
る
様
子
が
嬉
し

く
次
の
活
動
へ
の
新
た
に
い
た
し

ま
し
た
。
「
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大

会
」
開
催
に
あ
た
り
多
く
の
関
係

各
位
の
ご
尽
力
と
理
解
を
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
鈴
木
、
畠
山
）

▲一瞬撮るむずかしさ

▲決めたね

◀
こ
ん
な
ふ
う
に
歌
え
た
ら
い
い
ネ

◀
こ
ん
な
ふ
う
に
歌
え
た
ら
い
い
ネ

▶
会
長
の
ご
挨
拶

▶
会
長
の
ご
挨
拶

▲五七五やってみませんか

▲皆さん、はつらつと ▲バランスとれてカッコイー

▲想像の世界

▲日本古来の美▲日本古来の美

▲天気よくてよかったネ!!▲天気よくてよかったネ!!

デコパージュやってみたいですネ▶デコパージュやってみたいですネ▶

▲あでやかなうちわさばき ▲踊りはいいネー ▲心ひとつに

▲神楽のご披露

第
十
六
回
加
美
町
さ
な
ぶ
り
大
会
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▲心一つに舞扇

▲小学生も一緒に甚句

▲体幹を鍛えて

▲美しいハーモニー

◀手織りの見事な作品

▲皆さんをお迎えして▲皆さんをお迎えして

▲想い出の品をリメイクして▲想い出の品をリメイクして

▲健康ダンスで元気に

▲お客様を迎えて▲お客様を迎えて

▲いやしの生花▲いやしの生花

▲どこの画廊かな？

▲懐かしのメロディーにのせて▲懐かしのメロディーにのせて

▲力作ぞろい▲力作ぞろい

◀
一
針
一
針
の
す
ば
ら
し
さ

◀
一
針
一
針
の
す
ば
ら
し
さ

▲ますますの繁栄

▲すばらしい作品

　▲
キメポーズで最高

　

中
新
田
町
民
文
化
祭
は
第
四
十

八
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
二
十
八
日
、
二
十

九
日
の
二
日
間
は
展
示
の
部
を
公

民
館
で
、
二
十
九
日
は
バ
ッ
ハ

ホ
ー
ル
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
に
気
を

つ
け
な
が
ら
各
部
門
の
創
意
工
夫

が
見
ら
れ
た
文
化
祭
で
し
た
。
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た

前
々
よ
り
準
備
に
協
力
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
六
年
度
も
、
さ
ら
に
飛
躍

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
鈴
木
、
畠
山
）

中
新
田
地
区
町
民
文
化
祭



　子供の頃からどこか安らぎを感じる日本古来の伝統行
事に興味を持ちその中でも「和」の世界、着物の和柄に
関連した作品が大好きでした。今は着物リメイクを始め
和雑貨作り創作のアドバイザーとして活動中。創作作品
ならではのときめき感、完成した時の達成感と感動を伝
えたく、町の文化祭展示、各イベント、ワークショップ
に参加させて頂いて
います。一人でも多
くの方々に手作りの
ワクワク感と楽しさ
喜びを、会員の皆さ
んと一緒に楽しく体
験しませんか。

　平成２２年、バッハホールで子供たちのための人形劇
公演を企画しました。ボランティア活動としては震災後
石巻市や南相馬市に通っていました。最近は加美町・大
崎市・仙台市の保育園と介護施設（デイサービス）を訪
問しております。紙芝居と大型絵本の読み聞かせをした
り、キジや白鳥加美町の四季の写真展、スライド上映
会も開催していま
す。令和５年度の
文化祭ではステー
ジ照明のお手伝い
をさせていただき
ました。

ハンドメイド　すてきだ和 繭　の　会

　　▲
バザー　
ボランティア友の会の
チャリティーバザー

▲書道　見事！

絵
画

力
作
が
揃
い
ま
し
た
▼

　

手
芸

◀
い
つ
も
工
夫
が
い
ろ
い
ろ

◀
初
展
示
！
見
事
で
す

手芸
あざやか繊細な作品
▼

▲華道　会場が華やぎました

▲尺八　曲が引き立つ映える背景

⑸

　

暖
か
い
日
差
し
の
十
月
二
十
一

日
（
土
）
二
十
二
日
（
日
）
の
両
日
、

や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
お
の
だ
秋
ま
つ
り
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
ご
挨
拶

の
後
来
賓
の
石
山
町
長
、
早
坂
議

長
高
橋
県
議
会
議
員
の
紅
白
餅
ま

き
、
子
ど
も
育
成
会
の
シ
ャ
ボ
ン

玉
シ
ョ
ー
や
建
郷
青
友
会
の
餅
つ

き
が
あ
り
、
二
日
目
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
友
の
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
や
小
野
田
地
区
商
工
会
に

よ
る
遊
夕
市
の
イ
ベ
ン
ト
も
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
小

ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
た
手
作
り
手

芸
品
コ
ー
ナ
ー
で
は
体
験
会
を
開

催
し
来
館
者
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
甲
冑
三
領
（
か
っ

ち
ゅ
う
さ
ん
り
ょ
う
）
の
展
示
も

あ
り
多
く
の
方
々
の
興
味
を
引
き

質
問
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

お
の
だ
秋
ま
つ
り
文
化
祭
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【宮崎地区さなぶり大会】

　　～ステ－ジの部～ ６/４

【宮崎地区さなぶり大会】

　　～ステ－ジの部～ ６/４

【宮崎地区さなぶり大会】

　　～ステ－ジの部～ ６/４

【宮崎地区さなぶり大会】

　　～ステ－ジの部～ ６/４

【老人ホ－ム慰問（初めての事業）】１１/２９【移動研修（山形県金山・尾花沢方面）】９/９【老人ホ－ム慰問（初めての事業）】１１/２９【移動研修（山形県金山・尾花沢方面）】９/９【老人ホ－ム慰問（初めての事業）】１１/２９【移動研修（山形県金山・尾花沢方面）】９/９【老人ホ－ム慰問（初めての事業）】１１/２９【移動研修（山形県金山・尾花沢方面）】９/９

【加美町秋まつり「展示の部」】１０/２６【加美町秋まつり「展示の部」】１０/２６【加美町秋まつり「展示の部」】１０/２６【加美町秋まつり「展示の部」】１０/２６

～展示の部～～展示の部～～展示の部～～展示の部～
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第
二
十
六
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭
は
、「
文
化
の
風
・

歴
史
の
風
い
ま
大
崎
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
美
里
町
文
化
会

館
（
舞
台
の
部
）
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
展
示
の

部
）
を
会
場
に
、
十
一
月
十
一
日
・
十
二
日
の
二
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
、
県
内
七
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た

団
体
個
人
の
舞
台
発
表
・
披
露
や
作
品
の
展
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

舞
台
会
場
は
、
郷
土
芸
能
や
舞
踊
等
五
十
八
団
体
が

夫
々
の
演
目
を
発
表
・
披
露
、
展
示
会
場
で
は
、
書
道
・

絵
画
や
写
真
等
二
五
九
団
体
や
個
人
か
ら
の
作
品
の
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
、
舞
台
の
部
に
宮
崎
地
区
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ガ
ー
ル
ズ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
詩
吟
、
小
野
田
地
区
小
野

田
甚
句
保
存
会
に
よ
る
甚
句
、
中
新
田
地
区
か
ら
加
美
鳴

瀬
太
極
拳
と
舞
踊
富
士
美
流
寿
々
梢
扇
会
が
発
表
・
披
露

さ
れ
た
。

　

展
示
の
部
の
絵
画
は
、
宮
崎
地
区
後
藤
莊
悦
氏
、
小
野

田
地
区
後
藤
美
知
子
さ
ん
、
中
新
田
地
区
石
川
守
一
氏
の

作
品
が
、
書
道
に
は
小
野
田
地
区
伊
藤
澄
香
さ
ん
、
工
藤

勝
義
氏
と
中
新
田
地
区
大
内
澄
華
さ
ん
の
作
品
、
写
真
に

加
美
映
像
俱
楽
部
後
藤
治
氏
外
二
名
、
彫
刻
工
芸
に
は
中

新
田
地
区
木
彫
り
の
会
芦
立
良
喜
氏
外
三
名
、
そ
れ
に
文

芸
に
は
中
新
田
地
区
「
秋
」
中
新
田
句
会
の
会
員
四
名
か

ら
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク

で
開
催
さ
れ
た
県

民
文
化
祭
、
舞
台

で
の
発
表
・
披
露

や
展
示
を
通
し

て
、
感
性
や
想
像

力
の
輪
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

�

（
渡
邊　

哲
）

視
察
研
修
会
　
第
二
十
六
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭

みやぎ県民文化祭が開催みやぎ県民文化祭が開催
テーマ　～文化の風・歴史の風いま大崎へ～テーマ　～文化の風・歴史の風いま大崎へ～

県民文化祭視察研修会に参加しました
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��

　
編
　
集
　
後
　
記

○
令
和
五
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
小
康
状
態

と
な
り
本
協
会
三
地
区
の
活
発
な
活
動
が

実
施
さ
れ
た
。
特
に
大
崎
地
区
文
協
連
担

当
の
県
民
文
化
祭
、
早
苗
ぶ
り
大
会
、
三

地
区
秋
ま
つ
り
文
化
祭
な
ど
地
域
色
の
あ

る
発
表
会
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

○
加
美
町
文
化
協
会
も
令
和
五
年
に
新
し

く
役
職
交
代
し
、
新
た
な
羅
針
盤
に
よ
り

航
海
す
る
こ
と
は
、
同
乗
す
る
会
員
の
新

し
い
世
界
へ
の
船
出
と
な
り
期
待
さ
れ

る
。
就
任
さ
れ
た
畠
山
加
美
町
会
長
、
渡

邊
宮
崎
会
長
の
活
躍
と
各
新
役
員
の
斬
新

な
ア
イ
デ
ア
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

○
地
域
の
人
口
減
少
な
ど
課
題
を
か
か

え
、
文
化
活
動
も
減
少
で
は
心
の
過
疎
と

な
る
。
加
美
町
の
地
域
力
を
生
か
し
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

○
町
当
局
、
町
議
会
、
先
輩
諸
兄
姉
の
ご

指
導
と
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
し
た
い
。

�

◆
編
集
委
員
　
伊　

藤　

真　

夫

�

畠　

山　

こ
ず
ゑ

�

渡　

邊　
　
　

哲

�

飯　

島　

敬　

子

�

板　

垣　
　
　

彦

�

伊　

藤　

崇　

子

�

伊　

藤　

良　

博

�

佐　

藤　

真
由
美

�

鈴　

木　

ヨ
シ
子

�

畠　

山　

京　

子

文化協会会員の募集
　加美町文化協会には、現在１０６団体が加
入しており、会員相互の連携や協調を図りな
がら、加美町の芸術文化の向上及び伝統芸能
の継承を目的とした活動を展開しています。
熱意ある積極的な方々の入会を心よりお待ち
しています。

※文化協会加入の年会費は団体会員・個人会
員共に２，０００円です。
※入会申し込みは各地区の会長に連絡して下
さい。
　　中新田地区会長　畠山こずゑ
　　　　　　　　　　☎070-5626-9158
　　小野田地区会長　伊藤　真夫
　　　　　　　　　　☎67-2428
　　宮崎地区会長　渡邊　　哲
　　　　　　　　　　☎080-6028-6100

申 込 み 方 法

令和６年度行事予定
令和６年
　４月１３日　加美町文化協会総会
　６月　２日　宮崎地区さなぶり大会
　７月　６日～７日
� 第１７回加美町さなぶり大会
� （やくらい文化センター）
１０月１２日～１３日
　　　　　　　中新田地区文化祭
１１月　３日　宮崎地区文化祭
１１月　　　　小野田地区文化祭
　　　　　　　※加美町秋祭りと共催
１１月　　　　第２７回みやぎ県民文化祭
１１月　　　　加美町文化協会研修会
令和７年
　３月　１日　文化協会だより第２２号発行

加美町文化協会役員名簿
役職名 氏　　名 地　区 部　会
顧　問 遠　藤　尚　武
会　長 畠　山　こずゑ 中新田 統　括
副会長 伊　藤　真　夫 小野田 広報部
副会長 渡　邊　　　哲 宮　崎 総務部
幹　事 大　崎　能　正 中新田 総務部

々 加　藤　繭　見 中新田 事業部
々 佐々木　照　義 小野田 総務部
々 高　嶋　信　子 小野田 事業部
々 伊　藤　良　博 宮　崎 広報部
々 畠　山　明　美 宮　崎 事業部

理　事 後　藤　　　治 中新田 総務部
々 石　川　守　一 中新田 総務部
々 畠　山　　　尚 中新田 事業部
々 小笠原　悦　子 中新田 事業部
々 鈴　木　ヨシ子 中新田 広報部
々 畠　山　京　子 中新田 広報部
々 斎　藤　豊　子 小野田 総務部
々 佐々木　あさみ 小野田 総務部
々 橋　本　あき子 小野田 事業部
々 髙　橋　久美子 小野田 事業部
々 板　垣　　　彦 小野田 広報部
々 佐　藤　真由美 小野田 広報部
々 本　多　洋　子 宮　崎 総務部
々 尾　形　つぎ子 宮　崎 総務部
々 米　澤　幸　子 宮　崎 事業部
々 檜　野　　　実 宮　崎 事業部
々 飯　島　敬　子 宮　崎 広報部
々 伊　藤　崇　子 宮　崎 広報部

監　事 大　内　洋　子 中新田 総務部
々 渡　邊　　　栄　 小野田 総務部
々 三　浦　　　満 宮　崎 総務部

事務局 古　内　やへ子 加美・中新田 総務部
々 信　夫　ときわ 小野田 総務部
々 庄　司　新　寿 宮　崎 総務部

           （団体名）　　  　              （代表者）          （地区）

１　梅若流津紀の会　 　　　佐々木　かのえ　 〈中新田〉
２　大崎健康福祉
　　友の会加美支部　 　　　菅　原　博　志   〈中新田〉
３　繭の会　　　　　 　　　穂　積　正　一   〈小野田〉
４　ハンドメイドすてきだ和　 阿　部　多栄子 〈小野田〉
☆詳しくは、本たよりP7～10の「加入団体一覧」をご覧ください。

令和５年度入会団体の紹介


